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1. はじめに 
北海道では平成 18 年くらいから様々な事業で

測量に航空レーザ測量を取り入れ、地形データの
取得を行ってきた。 

これまでは、測量を行った事業にのみ航空レー
ザ測量のデータを使ってきて、事業が終了したら
事務所のロッカーにしまわれてしまい、そのまま
日の目を見ないものとなっていた。 

しかし、航空レーザ測量で取得される地形デー
タはその事業のみならず、様々なことに利用でき、
特に災害時にはそのデータを活用することで、崩
壊前と崩壊後の地形の比較ができるなど、大変有
用なデータである。 

そのため、北海道では令和 3 年からこれまで行
ってきた航空レーザ測量のデータをオープンデ
ータとしてインターネットに公開し、誰でも自由
に利用できるようにしている。 

今回は、北海道が行っている航空レーザ測量デ
ータとオープンデータの取組、またその活用につ
いて説明を行う。 

 
2. 航空レーザ測量データとは 

航空レーザ測量とは、飛行機やドローンなどで
レーザを照射し、建物や地上の高さを計測する技
術である。地上をスキャンすると考えるとわかり
やすい。 

 

レーザが跳ね返った高さを計測するが、高さに
ついて主に 2 種類の計測を行う。建物や樹木など
も含めた高さを計測したデータを「DSM」といい、
DSM から建物などの上物を除去した地面の高さ
のデータを「DEM」という。 

 
 測量された結果は、点のデータとして記録され、
XY 座標、高さ（標高）などのデータが点記録され
る。そのため、航空レーザ測量データを３D 点群
データともいう。 

デ ー タ フ ァ イ ル と し て は 、 DSM を
「ORIGINAL」、DEM を「GROUND」という。
また、GROUND のデータを 1m 等の等間隔で整
理したものを「GRID」という。 
 データファイルは、CSV 形式のテキストファイ
ルで作成される。 
 
3. オープンデータとは 

オープンデータとは、次の定義にあてはまるデ
ータのことをいう。 

 
特に重要なのは、「自由に二次利用できるライ

センス」で公開されているとい部分で、例えばホ
ームページで公開しているデータなどは、ライセ
ンスが「コピーライト」となっていることが多い
ため、自由に使えるようにはなっていない。オー

 
出典：国土地理院 航空レーザ測量の仕組み 

 

出典：国土地理院 航空レーザ測量の仕組み 

 誰でも自由に二次利用（加工、編集、再配
布など）できるライセンスで公開されたデ
ータ 

 インターネット等を通じて誰でも無償で
利用できるデータ 

 機械判読に適したデータ 
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プンデータは、国や自治体、民間などが従来行っ
てきている情報公開の一つであるが、オープン
（開放）なライセンスで公開されているというこ
とが重要である。 

つまりオープンデータとはデータのライセン
スの話である。 

日本でオープンデータの推進が叫ばれるよう
になったのは、2011 年の東日本大震災が契機だっ
た。当時避難所などの震災に関するデータを一元
的に発信する Web サイトを民間有志で作ろうと
したときに、自治体のホームページで公開されて
いるデータがオープンデータで無かったため、迅
速に二次利用できなかった。自治体に連絡しても
回答が返ってきたのはわずかな自治体であった
ため、データ公開に苦労した。 

そのため、国内でオープンデータの機運が高ま
り、自治体が持つデータはあらかじめオープンデ
ータとして公開するという流れができた。 

北海道でも、オープンデータの取組は道及び市
町村で進めており、データは「北海道オープンデ
ータポータル（https://www.harp.lg.jp/opendata/ 

）」等で公開している。 

 
 

4. 航空レーザ測量データのオープンデータ 
北海道では、令和 3 年から北海道が行った航空

レーザ測量データ（一部市町村が行ったものもあ
り）をオープンデータとして公開している。 

しかし、データをオープンデータ用に変更、整
理する技術や、アップロードを行う担当者の確保
等が難しくなったため、令和 4 年度に職員提案と
して「航空レーザ測量データの共有とオープン化

の取組」として道の政策開発推進事業に応募し採
用されたため、航空レーザ測量データのオープン
化について、道の建設部、農政部、水産林務部の
担当者と 10 ヶ月間検討を行った。 

 
主に、データファイルの仕様の統一、成果品の

統一、酪農学園大学の協力によるデータの保存先
とアップロード手法などについて検討し、令和 5
年 3 月に報告書を公開している。 
（北海道総合政策部政策局 HP：https://www.pre
f.hokkaido.lg.jp/ss/ssa/puropo.html） 

各測量事業者においても、共通の仕様書がある
ので、受託者とよく協議を行い、仕様に沿った成
果品の提出をお願いしたい。 

北海道では、平成 21 年から令和 4 年までの航
空レーザ測量データを 44 件、5,160km2（北海道
の面積の 6％）を公開している。 

 
 
5. 航空レーザ測量データの活用 

道では各事業において取得した航空レーザ測
量データを活用し、事業系各党の効率化を行って

 

出典：北海道オープンデータポータル 

 

出典：北海道総合政策部政策局 

令和 4 年度「政策開発推進事業」最終報告書 

 
北海道庁が平成 18 年(2006 年）から令和 4 年（2022）まで

に行った航空レーザー測量の範囲 
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いる。 
2018 年に発生した胆振東部地震の際には、北海

道水産林務部において被災地域全体の航空レー
ザ測量を行い、復旧の優先順位の把握や、災害査
定用の図面などの作成、復旧工法の検討などに活
用し、従来の人が地上から行う測量調査に比べて
大幅に省力化を行うことが可能になった。 

 

 
また、全国では災害時に様々な活用が行われて

いる。 
2,021 年 7 月に発生した熱海市の盛土災害でも

航空レーザ測量のオープンデータが活用され、民
間からもドローンで取得した崩壊後の３D 点群
データをオープンデータとして公開されたこと
で、官民共同で迅速に危険箇所の可視化を行うこ
とができた。 

 
熱海市の災害におけるデータ活用の経緯につ

いては次の Qiita の記事が詳しい。 
https://qiita.com/tosseto/items/3f88e64be9f6f8e
11d4e 
 

林野庁では、全県分の３D 点群データを公開し
ている栃木県、兵庫県、高知県の森林データを分
析し、「レーザー林相図」や「樹種ポリゴン」を作
成し、航空レーザ測量データの森林への活用を検
証している。 
https://webgis-rashinban-mori.com/ 

 
 

 

出典：北海道建設部砂防課 平成 30 年発生 北海道胆振東

部地震に関するページ 

 

 

 

航空レーザ測量データから等高線を作成し崩壊範囲の把握、

地形解析を行い復旧工法の検討等を実施 

 

静岡県のオープンデータと民間のデータを共有し、迅速な災

害対応が行えた。 

 

林野庁が公開する WebGIS で見るレーザー林相図 
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国土交通省では、全国の市町村が取得した航空
レーザ測量データを使って、都市の３D データを
作成するプロジェクト「PLATEAU（プラトー）」
を実施している。 
https://www.mlit.go.jp/plateau/ 

 
 

国土地理院では、2023 年 11 月 30 日から東北
の一部の解像度 1m 標高データの公開を始めた。 
https://www.gsi.go.jp/gazochosa/gazochosa6100
2.html 

今後も公開範囲が広がっていくことに期待し
ている。 
 
6. 今後の道の航空レーザ測量データの公開 

道では今後も動画取得した航空レーザ測量デ
ータを順次公開していくこととしている。 

令和 5 年度は、建設部がかなり広い範囲の航空
レーザ測量を行う予定である。 

 
 令和 5 年度の取得データは令和 6 年中に公開す
る予定である。 

 道の航空レーザ測量データは、酪農学園大学の
協力を受けて公開することとしているので、現在
公開しているデータも含めて、是非活用していた
だきたい。 
 

また、他の都府県では全県範囲の航空レーザ測
量データを公開している都府県もある。 
北海道は広大であるため、道の取組のみで全道分
のデータを取得することは難しい。 
国や市町村でもデータをオープンデータとして
公開することで全道の範囲を網羅することがで
きるかもしれない。 

そのためには、データを活用することが重要で
あるため、皆様からデータを活用したい声を上げ
ていただきたい。 

道のデータを活用した場合も、オープンデータ
に報告義務は無いが、道に一言お伝えいただける
と、公開している方としてはうれしい。 
 航空レーザ測量のデータ公開は、データ公開場
所や公開するためにデータを加工する手間、デー
タを公開する手間など、まだまだ課題も多いが、
皆様と一緒に課題解決できるように今後も考え
ていきたい。 
 

以上 
 

 

 
「PLATEAU」のホームページ 

 

令和 5 年に道が取得する予定の測量範囲 
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